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モデルプログラム Ｆ-１ 言語と認知の発達—言語能力の把握— 

 

ねらい 言語能力を把握する際に必要な様々な観点を理解し、言語能力の把握の具体的な

方法を知る。 

対象 ☑教師を目指す学生（教員養成課程他）  ☑日本語教育を学ぶ学生  

☑現職日本語指導担当教員  ☑現職一般教員  □管理職  ☑指導主事  

☑日本語支援員／母語支援員 

日本語指導・外国人児童生徒

教育の経験 

☑経験なし  ☑1 年目   ☑2－4年  □5 年－9 年  □10年以上 

高めたい資質・能力 

 

☑捉える力（子どもの実態把握） □捉える力（社会的背景の理解） ☑育む力

（日本語・教科の力の育成） □育む力（異文化間能力の涵養） □つなぐ力（学

校作り） □つなぐ力（地域作り） □変える／変わる力（多文化共生社会の実

現） □変える／変わる力（教師としての成長） 

主な内容 Ｆ 言語と認知の発達  

活動形態 ☑講義型 □活動型 □フィールド型 □実習 

時間  60 分  

流れ（・項目） 活動（◇活動の工夫） 

1.自身の言語能力に関する

認識を振り返る。（15 分） 

・言語能力の捉え方(F) 

 

 

 

 

2.コミュニケーション能力

について知る。（10分） 

・コミュニケーション能力

(F) 

 

3.外国人児童生徒等の言語

能力を捉え方について理

解する。（20分） 

・生活言語能力と学習言語能

力(F) 

・複言語能力 

 

 

 

4.言語能力の把握の方法に

ついて知る。（15分） 

・言語能力の測定方法(F) 

・言語能力測定ツール「DLA」

の実施方法(F)  

１．言語学習に関するビリーフのアンケートに回答し、自身の言語能力の捉え方

を振り返る。 

アンケートの回答について、なぜそう考えるのかを次のポイントから話し合う。 

・言語能力と一般的な能力（知能や学力など） 

・年齢と言語習得の特徴 

・学習方法と習得 

 

２．自身の外国語学習経験に照らして、コミュニケーション能力の次の 4 要素に

ついて理解する。 

 ・文法能力      ・談話構成能力 

 ・社会言語学的能力  ・方略的能力 

 

３．外国人児童の作文や発話例、言語使用の実態に関する記述をもとに、外国人

児童生徒等の言語能力の捉え方を理解する。 

1)「生活言語能力（BICS）」と「学習言語能力（CALP）」の違いを理解する。 

・講義で、生活言語能力と学習言語能力について知る。 

・外国人児童の作文例や会話例から学習言語能力の習得の重要性を理解する。 

2)母語と第二の言語である日本語の力の関係を理解する。 

・講義で、カミンズの二言語相互依存仮設について理解する。 

・事例をもとに、両言語の力を把握することの重要性を理解する。 

 

４．言語能力の把握の方法について、具体例をもとに知る。 

 ・日常の言語使用状況の聞き取り（家庭で、家族と） 

 ・技能別の能力把握の方法  

筆記テスト（文字・表記、文法、作文） 

面接テスト（会話力・聴解力）  

 ・「JLS対話型日本語能力アセスメント DLA」を利用した日本語能力の測定 

 ・パフォーマンス評価（ルーブリック等を利用して） 

（タスク活動、発表やプレゼンテーション、日常の言語使用） 
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備考 15 分程度で扱う場合は、３を中心に取り扱う。 

 

 


